革新的なインタフェースの設計と評価を行うためのスキーマ操作の定量化 by Sandrine Fischer
Effect-size based analytics of schemata












氏  名 Sandrine Fischer 
学 位 の 種 類 博 士（工学） 
学 位 記 番 号 博 乙 第 2763 号 
学 位 授 与 年 月 日 平成 27年 9月 25日 
学位授与の要件 学位規則第４条第２項該当 
審 査 研 究 科 システム情報工学研究科 
学位論文題目 
Effect-size based analytics of schemata operations as a method for assessing 
and designing innovative interfaces 
(革新的なインタフェースの設計と評価を行うためのスキーマ操作の定
量化) 
主  査 筑波大学 教授 博士（工学） 伊藤 誠 
副  査 筑波大学 教授 工学博士 稲垣 敏之 
副  査 筑波大学 教授 Ph.D. （生体工学） 酒井 宏 
副  査 筑波大学 教授 博士（工学） 葛岡 英明 
副  査 筑波大学 教授 博士(心理学) 綾部 早穂 











































平成 27年 7月 24日、システム情報工学研究科において論文審査委員全員出席のもと、著者の論文
について説明を求め関連事項について質疑応答を行った。その結果、国立大学法人筑波大学学位規程
第２条第４項の「大学院の行なう博士論文の審査に合格し、かつ、大学院の博士課程を修了した者と
同等以上の学力を有すること」を論文審査委員全員によって確認し、合格と判定された。 
【結論】 
上記の論文審査ならびに学力の確認結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
